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一

法
燈
円
明
国
師
心
地
覚
心
は
、
鎌
倉
時
代
の
中
葉
近
畿
に
お
い
て
活
動
し
た
入
宋
禅
僧
と
し
て
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
法
燈
派
の
拠
点
紀

伊

由
良
の
鷲
峯
山
興
国
寺

の
開
基
と
し
て
、
周
く
知
ら
れ
て
い
る
人
で
あ
る
。
そ
の
別
伝
と
し
て
流
布
し
て
い
る
も

の
に
聖
薫
(弘
和
二

年
鷲
峯
住
持
)
の

『法
燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
』
が
あ
る
が
、
ま
た
別
に

『法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
』
な
る
も
の
が
で
き
て
い
る
。
嘗
て

五
来
重
博
士
が
そ
の
論
文

「
一
遍
上
人
と
法
燈
国
師
」
(印
度
学
仏
教
学
研
究
九
ノ
ニ
所
載
)
に
お
い
て
こ
れ
等
に
言
及
し
、

京
都
妙
光
寺

所
蔵
本
を
紹
介
さ
れ
た
。
近
時
わ
た
く
し
も
あ
る
仕
事
の
関
係
上
、
覚
心
に
対
す
る
関
心
を
深
く
し
て
い
た
の
で
、
妙
光
寺
本
を

一
見

し
た
く
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
幸

い
花
園
大
学
の
大
石
守
雄
助
教
授
か
ら
そ
の
写
真
を
借
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
も
同
時
に
氏

は
そ
の
架
蔵
に
か
か
る

『年
譜
』
や

『縁
起
』
等
の
写
本
を
も
提
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

一
文
を
草
す
る
に
当

っ
て
、
ま
ず
大
石

氏

の
御
好
意
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
妙
光
寺
本
に
は
、
表
紙
に

「法
燈
国
師
年
譜
井
縁
起
全
」
と
あ
る
が
、
内
表
紙
(原
表
紙
ヵ
)に
は

題
整
外
題
本
文
総
テ
三
江
和
尚
ノ
手
沢
ナ
リ
(別
筆
)

法
燈
国
師
年
譜

全

法
燈
行
状

於
高
野
山
写
留
之

と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
三
江
和
尚
と
は
元
亀
三
年
十
月
に
誕
生
し
、
慶
安
三
年
八
月
七
十
九
歳
で
寂
し
た
禅
僧
と
し
て
著
名
な

紹
益
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
書
写
年
代
も
お
よ
そ
想
像
さ
れ
る
わ
け
で
、
文
字
等
も
そ
の
時
代
と
み
て
矛
盾
は
な
い
。
本
文
は
、

法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
に
つ
い
て
(宮
崎
)

一
〇
三



一〇
四

そ

の
初
め
に

「法
燈
国
師
年
譜
抜
書
」
と
あ
る
も
の
と
、

「紀
州
由
良
鷲
峰
山
法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
」
と
あ
る
も
の
と
を
収
め
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
前
記
表
紙
の

「法
燈
国
師
年
譜
」
は
前
者
で
あ
り
、

「法
燈
行
状
」
は
後
者
に
当
る
わ
け
で
あ

る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
所
収
の

「年
譜
」
は
表
紙
に

「全
」
と
標
し
て
い
る
が
、
実
は

「師
二
十
歳
」
の
条
を
初
め
と
し
て
、
二
十
九
歳

・
三
十
六
歳

・
四
十

一
歳

・
四
十
二
歳

・
四
十
三
歳

・
四
十
八
歳

・
五
十

一
歳

・
五
十
二
歳

・
九
十
二
歳
等
の
条

々
を
写
し
て
い
る
ば

か
り
で
、
全
文
に
わ
た
ら
ず
、
文
字
通
り

「抜
書
」
で
あ
る
。
し
か
し
九
十
二
歳
覚
心
示
寂
の
条
に
つ
づ
い
て
、
妙
光
寺
や
興
国
寺
の

堂
舎
や
塔
頭
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
本
文
中
の
各
条
の
下
に
、
刊
本

『年
譜
』
の
終

に
列
挙
し
て
い
る
覚

心

に
関
す
る
逸
事
や
行
実
を
適
宜
記
入
し
て
い
る
の
は
、
特
殊
な
形
で
あ
る
。
元
来
、

『年
譜
』
の

『続
群
書
類
従
』
本
に
は
存
し
な

い
が
、
寛
永
癸
未

(二
十
年
)
の
版
本
(わ
た
く
し
は
実
は
寛
永
版
本
そ
の
も
の
を
未
だ
み
て
い
な
い
が
、

『鷲
峯
余
光
』
所
収
の

『年
譜
』
も
大
石

氏
所
蔵
本
も
共
に
寛
永
版
に
よ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
終
に
寛
永
の
刊
記
を
写
し
て
い
る
)に
は
、
国
師
の
行
実
や
逸
事
を
二
十

一
箇
条

(こ
の
条
数

は

『鷲
峯
余
光
』
所
収
本
に
よ
る
、
大
石
氏
所
蔵
本
は
さ
ら
に
細
分
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
)
と
塔
銘
そ
の
他
関
係
文
献
を
載
せ
て
い
る
。
三
江
紹

益
が
書
写
に
当

っ
て
、
そ
れ
等
を
自
由
に
右

の
よ
う
に
各
年
次
の
下
に
挿
入
し
た
と
も
思
わ
れ
な
い
か
ら
(但
し
、
六
時
宗

一
遍
の
条
は
、

寛
永
本
よ
り
は
短
い
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
三
江
が
中
間
を
略
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
誤
っ
て
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
)、
あ
る
い
は
出

版

に
当

っ
て
逸
事
的
な
も
の
は
本
文
か
ら
巻
尾
に
移
し
て
、
こ
れ
を
列
挙
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
妙
光

寺
本
は

『
年
譜
』
の
刊
本
よ
り
も
古
い
形
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
従

っ
て
こ
れ
に
は
、
宋

へ
の
往
来

の
途
次
の
奇
瑞
や

高
野
山
の
飛
鉦
鼓
の
話
、
あ
る
い
は
熊
野
神
や
観
音
と
の
関
係
、
時
衆

の
一
遍
上
人
参
禅

の
話
、
そ
の
他
興
国
寺

や
妙
光
寺
に
関
す
る

話
が
か
な
り
収
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
尤
も
、
こ
う
し
た
逸
事
や
行
実
の
列
挙
の
順
序
は
、
妙
光
寺
本
は
寛
永
版
と
異
る
の
で
、



寛
永
版
は
妙
光
寺
本
と
は
異

っ
た
本
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
妙
光
寺
本
は
二
十
九
歳
の
条
の
終
に
、

「
行
勇
禅
師
遷
二任

相
州
亀
谷
山
寿
福
禅
寺
↓
師
(覚
心
)参
随
」
と
あ
る
が
、
寛
永
版
に
は
、
こ
の

一
節
を
四
年
後
の
暦
仁
二
年
(延
応
元
)
の
条
に
収
め
て
い

て
、
両
者
が
異
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
、
両
本
が
同

一
系
統
で
な
い
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

二

(開
脱

力
)

 妙
光
寺
本
に
お
い
て
如
上
の

『
年
譜
』
に
つ
い
で
写
し
て
い
る
の
は
、

『紀
州
由
良
鷲
峯
山
法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
』
で
あ
る
。
こ

れ
を
外
題
に
徴
す
る
と

『
法
燈
行
状
』
に
当
る
こ
と
は
先
に
言
及
し
た
通
り
で
、
こ
れ
を
高
野
山
に
お
い
て
書
写
し

た
と
い
う
の
で
あ

る
。

因
み
に
、
先
年
興
国
寺
に
詣
し
た
際
、

『法
燈
国
師
』
と
題
す
る

一
本
を
恵
贈
さ
れ
た
。
昭
和
八
年
九
月
奥
田
正
造
氏
の
刊
行
に

か
か
る
が
、
本
文
は

『紀
伊
由
良
鷲
峯
開
山
法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
』
で
、
今
津
洪
嶽
氏
の
所
蔵
本
を
原
稿
と
し
、
興
国
寺
の
寺
宝
で

あ

る
古
本
を
も
っ
て
対
校
し
た
と
い
う
。
今
津
氏
所
住
の
寺
が
妙
光
寺
で
あ
る
か
ら
、
前
記
妙
光
寺
本
が
こ
こ
に
依
用
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。

こ
の

『縁
起
』
は
覚
心
の
生
涯
の
行
実
を
漢
文
を
も
っ
て
年
譜
体
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
文
に
つ
い
で

「
図
」
と
し
て
い
く

つ
か
の
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
体
制
の

一
例
と
し
て
巻
頭
の

一
節
を
挙
げ
る
と
、

ま
ず
初
め
に
序
文
が
あ
り
、

つ
い
で

「愛
有
二

一
人
老
師
↓
諦
覚
心
、
号
心
地
」
云
々
と
筆
を
起
し
、
そ
の
生
所
、
母
公
懐
妊
の
奇
瑞
、
信
濃
戸
隠
に
お
け
る
修
学
、

十
九
歳
剃
髪
等

を
記

し
、
受
戒
の
た
め
進
発
す
る
こ
と
に
及
ん
で

一
節
を
終
り
、
次
に

「図
」
と
し
て

「母
堂
本
宅
」
「
神
宮
院
入
学

」
「剃
髪
儀
式
」

「
上
二余
良
一戒
壇
踏
」
「戒
壇
院
」
等
を
列
ね
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
絵
図
が
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
即
ち

法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
に
つ
い
て

(宮
崎
)

一〇
五



一〇
六

本
書
は
詞
書
と
絵
図
と
か
ら
な
る
絵
巻
で
あ
る
わ
け
で
、
次
下
に
掲
げ
る
識
語
に
よ
る
と
、
絵
の
筆
者
は

「安
井
式
部
丞
」
と
い
う
人

で
あ
る
。
な
お
、

一
般
に
流
布
す
る

『緑
起
』
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
絵
相
の
説
明
の
な
い
本
も
あ

っ
た
よ
う
で
、
大
石
氏
所
蔵
写
本

に
は
、
こ
れ
等
が
略
さ
れ
て
存
し
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
に
は
本
文
の
終
り
に
、
次
の
よ
う
な
識
語
が
あ

っ
て
、
そ
の
成
立
の
由
縁
を
示
し
て
い
る
。

右
、
師
(覚
心
)自
=誕
生
一至
一一示
寂
↓
九
十
二
年
間
仏
法
不
思
議
之
事
、
恒
河
沙
数
也
、
此
縁
起
唯
取
二其
要
一而
己
、
謹
按
=国
師
縁
起

権
輿
↓
弘
安
庚
辰
門
人
覚
勇
所
撰

也
、
繍
或
艸
舗
馳
馴
赫
鶉
粍
汗
八
歳
親
衛
将
藤
公
清
書
、
乃
国
師
七
十
四
歳
之
存
日
也
、
故
覚
勇
有
・云
、

日
、
書
二後
素
一事
、
上
人

一
切
不
レ被
二庶
幾
一云
々
、
当
手
滅
後

一
百
五
年
応
永
壬
午
↓
成
心
再
二興
之
↓
同
暦
甲
辰
歓
人
明
魏
傾
胱
鞘
蝶

號
翻
難
諺

拝
租

塔
乏

次
、
重
新
庇
記
↓
今
又
当
手

二
百
二
十
年
永
正
丁
丑

遠
孫
郊
公
受
呂本
寺
命
↓
以
=倭
語
一作
昌漢
語
↓
且
考
昌滅

後
以
来
其
可
レ録
者
一載
レ之
、
蓋
本
一手
南
院

・
常
光

・
絶
海

・
正
宗

・
西
燗

・
自
南
之
諸
伝
一撰
焉
、
其
説
之
不
レ妄
亘
推

知
一而
己
、

孔
子
日
、
述
而
不
レ作
、
善
哉

永
正
十
四
稔
丁
丑
六
月
十
二
日

当
山

一
百

一
代
授
生
祐
稟
焚
香
書

奉
行徳

馨
有
都
首
座
腿

徳
府
祐
恩
首
座

琴
甫
正
聞
首
座

以
順
全
淑
首
座

画
史

安
井
式
部
丞



右
の
文
中
、
弘
安
庚
辰
は
三
年
で
、
覚
心
七
十
四
歳
の
と
き
、
覚
勇
は
覚
心
の
門
下
で
、
現
に
興
国
寺
に
襲
蔵
す

る
覚
心
の
遺
骨
容

器

の
墨
書
銘
(弘
安
九
年
三
月
十
五
日
)
に
記
す

「如
法
経
衆
」
六
十
五
名
の
中
に

「覚
勇
上
座
」
が
み
え
る
。
ま
た

「師
七
十
八
歳
」
云

々
の
註
記
は
、
こ
の

『
縁
起
』
の

「師
七
十
八
歳
、
紀
三
井
寺
南
、
瓶
造
　報
恩
禅
寺
嚇
小
師
覚
勇
幹
事
堤
督

土
木
↓
檀
越
国
造
前
官
淑

文
法
諦
心
浄
、
井
当
職
淑
氏
法
名
心
法
、
父
子
倶
乗
=弟
子
之
礼
↓
是
重
二師
道
一故
也
」
と
あ
る
も
の
を
い
う
。
な
お
、
『年
譜
』
に
も
、

同
年
の
条
に
、
大
様
右
と
同
趣
の
こ
と
を
載
せ
て
い
る
。
即
ち
こ
の
覚
勇
に
よ

っ
て
著
わ
さ
れ
た
の
が
覚
心
の
縁
起

の
最
初
で
あ
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
文
中
に
覚
心
が
後
素
を
書
く
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
や
は
り
こ
の
最
初

の
縁
起
に
も
後
素

即
ち
画
図
が
加
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
最
初
の
縁
起
は
、
右
の
よ
う
な
覚
心
の
意
志
も
あ

っ
た
た
め
か
、
そ
の
後
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
覚
心
滅
後

一
百
五
年
、
応
永
壬
年
(九
年
)
に
い
た
り
、
成
心
な
る
も
の
が
こ
れ
を
再
興
し
た
。
こ
の
成
心
と
は
応
永
七
年
興
国
寺

を
住
持
し
た
聖
徒
明
麟
と
同
人
か
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
(『鷲
峯
余
光
』
所
載

「鷲
峯
年
表
」
)。
し
か
る
に
、
そ
の
後
応
永
甲
辰
(三
十
一
年
)

に

い
た
り
、
明
魏
が
興
国
寺

の
覚
心
の
塔
を
拝
し
た
と
き
、
再
び
そ
の
記
を
新
た
に
し
た
、
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
明
魏
と
は
花
山
院

長
親
で
あ
る
。
元
来
、
花
山
院
家
と
覚
心
と
の
関
係
は
古
く
、
師
継
(嗣
)
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち

『
縁
起
』
に

師
七
十
九
歳

(弘
安
八
年
)
二
品
内
大
臣
華
山
藤
師
継
痛
一一惜
長
男
右
少
将
忠
年

掛
繍
之
短
命
↓
改
二北
山
仁
和
別
業
嚇
号
二妙
光
禅
幸

暢
鯖
癖
忠
年
令
弟
法
誰
心
性
別
称
空
巌
、
与
一令
弟
二
品
大
納
言
師
賃

随
昌父
命
建

レ寺
迎
レ師
為
一蘭
山
第

一
祖
嚇
価
心
性
師
信
兄
弟

共
為
二師
徒
弟
叫
与
其
余
百
余
員
之
徒
衆
一捨
レ財
鋤
レ力
建
　師
寿
塔
蜘
薦
轍
輝

と

い
う

一
節
が
あ
っ
て
、
妙
光
寺
の
縁
起
を
記
す
が
、
こ
れ
に
つ
づ

い
て
、
覚
心
が

一
日
突
然
心
を
発
し
て
由
良
か
ら
当
寺
に
至

っ
て

法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
に
つ
い
て
(宮
崎
)

一
〇
七



一
〇
八

衆
望
に
応
じ
た
と
い
う
話
を
記
し
て
い
る
。

『
年
譜
』
も
こ
れ
に
拠

っ
た
も
の
か
、
同
趣
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
元
弘

の
乱
に
後
醍
醐
天
皇
の
身
代
り
と
な

っ
て
比
叡
山
に
登
り
、
天
皇
の
笠
置
行
幸
を
助
け
た
花
山
院
師
賢
は
右
に
い
う
師
継

の
孫
に
当
る

が
、

い
ま
問
題
の
長
親
即
ち
明
魏
は
師
賢
の
孫
、
家
賢
の
子
で
あ
る
。
彼
は
、
字
は
子
晋
、
耕
雲
と
号
し
、
南
山

に
事
え
、
内
大
臣
に

登
っ
た
が
、
学
者
と
し
て
も
、
歌
人
と
し
て
も
、
ま
た
名
を
知
ら
れ
た
人
で
あ
る
。
南
北
両
朝
合

一
の
こ
ろ
覚
心

の
高
弟
で
あ
る
三
光

国
師
孤
峯
覚
明
に
就
い
て
出
家
し
、
明
魏
と
号
し
、
右
の
妙
光
寺
に
住
し
、
ま
た
東
山
の
如
住
庵
に
移
り
、
さ
ら

に
南
禅
寺
に
入

っ
た

が
、
晩
年
遠
江
耕
雲
寺
に
下
っ
て
残
し
た
。
彼
が
こ
の

『縁
起
』
を
書

い
た
の
は
応
永
三
十

一
年
で
あ
る
と
い
う

が
、
ま
た
応
永
九
年

に
近
在
の
衣
奈
八
幡
宮
の
縁
起
を
も
書
い
て
い
る
。

か
く
て
明
魏
に
よ

っ
て

『
縁
起
』
が
ま
た
改
草
さ
れ
た
が
、

こ
れ
は
和
文
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
る
に
室
町
時
代
の
中
葉
永

正
十
四
」
丑
の
年
に
い
た

っ
て
徳
馨
有
鄭
が
山
命
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
漢
文

に
改
め
、
ま
た
補
う
べ
き
点
を
拾

っ
て
成

っ
た
の
が
、
こ

の

『縁
起
』
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
補
遺
に
当
っ
て
参
照
さ
れ
た
も
の
に
南
院
以
下
の
諸
伝
が
あ

っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
西
燗

の

『
鷲
峯
開
山
法
燈
円
明
国
師
塔
銘
』
や
自
南
の
記
(七
十
歳
の
条
の
註
記
)
の
如
き
類
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の

『縁
起
』

の
な
っ
た
永

正
十
四
年
は
右
の
駿
を
書
い
た
祐
稟
が
当
寺
に
入
住
し
た
年
で
、
彼

の
意
に
よ

っ
て
有
鄭
が
こ
れ
を
改
稿
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

三

 

こ
の

『
縁
起
』
に
は
前
掲
祐
稟
の
識
語
の
後
に
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な

一
文
が
あ

っ
て
、
本
書
が
如
何
に
利
用

さ
れ
た
か
、
を
示
唆

す
る
も
の
が
あ
る
。
少
し
長
文
で
あ
る
が
、
本
書
の
性
格
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
全
文
を
引
用
す
る

(片
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
た
)



亀

右

章
頭

に
、

朱

に

て
点

を

か
け

た

る
分

は

、

海

陸

に
よ

ら

ず

、

い
そ

ぎ

て

と

を

る

人
、

又

は

一
向

卑

賎

の
俗

客

の
聴

聞

せ

ん

に
は

、

点

か
け

た
る

を

ば

、

抜

て

可

読

、

真

草

の
読

様

、

聴

聞

の
人

に
よ

る

べ
し

、

多

分

は

ね

ん

ご
ろ

に
可

レ読

、

其

故

は
質

は
凡

鄙

な

れ

ど

も

、

心

中

の
は

つ

か

し

き

人

あ

る

者

也

、
読

様

に

是

非

の
批
判

あ

れ

ば
、

捻

持

の
恥

辱

な

り
、

凡

御

た
し

な

み
あ

る
べ

く

候

、

旧

縁

起

者
、

仮

字

に

て

読

に
く

瓦
て

、

と

」
こ
ほ

り

あ

る

に
よ

っ
て

、

聴

聞

す

る
人

、

殊

勝

に
は

不

レ思

し

て
、

剰

是

非

あ

り

と

て

、

漢

字

に

て

書

な

ほ

し
候

、

然

れ

と

も

旧
本

と
文

章

凡

は

同

も

の
、

少

は

か

は

り

た

る
処

も

あ

り
、

又

旧

本

に
不

レ被

レ載

を

も
、

肝

要

之

事

を

は

、

新

添

に

入

候
、

依

て

是

に
字

の

つ
め

ひ
ら

き

、

片
仮

名

に

て

つ
け
、

清

濁

に

声

を

さ

し
、

ね

ん
ご

ろ

に
点

を

し

候

、

此

事

老

僧

又
達

者

の
方

は
、

免

許

所
レ希

候

,

一
向

之

初

心

者

は

、

此

内

本

に

て
能

々
読

て
、

人

之
聴

聞

せ

ん
時

者

、
本

縁

起

に

て
と

瓦
こ

ほ
り

な

き

様

に
、
御

読

あ

る
べ

し

、

縁

起
再

興
者

.

開

山

和
尚

示
寂

二

百
廿

年

後

、

永

正
十

四

丁

丑
年

成

就

也
、

此

内

本

者

翌

年

丙

寅

夏

筆
功

了

、

前

思

遠

徳

馨

嬰

有

鄭

七

十

一
載

書

焉

即

ち

こ

の

『
縁

起
』

は
海

陸

か

ら
来

っ
て
興

国

寺

(
西
方
寺
)
に
参

詣

し

た

も

の
に
読

み
聞

か

せ

る

た

め

に
作

ら

れ

た
も

の

で
、

い
わ

ば

一
種

の
唱

導

の
た

め

の
談

義

本

で
あ

り

、

こ

の

一
文

は

そ

の
読

み
様
等

に

つ

い
て

注
意

し

た

も

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で

、

こ

の
文

の
初

め

に

「
い
そ

ぎ

て

と

を

る

人
」

と
あ

る

の
は
、

単

な

る
参

詣

者

を
指

す

も

の

と

し

て

は
、

少

々
特

異

な

も

の
を

感

ぜ

し

め

る
。

そ

こ
で
、

そ

の
意

味

を
考

え

ね

ば

な

ら

な

い
。

元
来

、

興

国
寺

の
地

は

日
高

郡

の

西
端

で
紀

伊

水

道

に
接

す

る
由

良

に
あ

る
が

、

ま

た

陸
路

で

は
熊

野

に
通

ず

る

い
わ

ゆ

る
熊

野
街

道

に
沿

う

て

い
る
。

し

か
も

本

書

に

は
、

後

に
言

及

す

る
よ

う

に

熊

野

関

係

の
記

事

が

多

い
。
彼

此

考

え

合

わ

す

と

、

本

書

を

読

み

聞

か

せ

る

の
は

、
熊

野
参

詣

に
関

す

る

も

の

で
あ

ろ
う

と
、

ま

ず

想

像

法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
に
つ
い
て

(宮
崎
)

一
〇
九



=

○

さ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
熊
野
信
仰
は
平
安
時
代
か
ら
盛
ん
で
、
上
皇
を
初
め
と
す
る
貴
族
の
参
詣
は
鎌
倉
時
代
初
期
に
い
た
っ
て

そ

の
極
に
達
し
た
が
、
爾
来
そ
の
信
仰
は
武
士
か
ら
民
衆
の
間
に
も
次
第
に
浸
透
し
、
御
師
の
発
生
も
あ
り
、
中
世
を
通
じ
て
上
下
の

参

詣
が
頗
る
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
諸
点
を
考
慮
す
る
と
、
こ
こ
に

「
い
そ
ぎ
て
と
を
る
人
」
と
い
う
の
は
、
海
陸

い
ず
れ
に
し
て
も
、

熊
野
参
詣
の
途
上
急
ぎ
鷲
峰
に
詣
す
る
も
の
を
意
味
す
る
こ
と
が
略

々
推
知
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も

『元
亨
釈
書
』
(巻
六
)
の
覚

心
伝
に
、

「詣
二熊
野
一者
、
取
=路
鷲
峯
↓
必
志
=礼
謁
嚇
不
則
為
二虚
行
こ

と
い
う

一
節
が
あ
る
。
こ
の
書
は
覚
心
の
残
後
二
十
年
余
り
に

で
き
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
覚
心
乃
至
そ
の
門
流
等
と
は
無
関
係
な
第
三
人
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
の
記

事
は
虚
飾
の
な
い
も
の
と
し
て
信
拠
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
熊
野
に
参
詣
す
る
も
の
は
、
そ
の
途
上
に
お
い
て
覚
心
乃
至
西
方
寺

に
詣
し
て
礼
謁
す
る
こ
と
が
覚
心
当
時
か
ら
の
常
例
で
あ

っ
た
わ
け
で
、
爾
後
そ
う
し
た
詣
者
は
絶
え
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
彼
等
に
対
し
、
覚
心
乃
至
当
寺
と
熊
野
と
の
関
係
を
説
く
た
め
に
、
こ
う
し
た

『縁
起
』
が
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

因
み
に
、
嘗
て
紀
伊
和
佐
荘
弥
宜
(現
在
和
歌
山
市
弥
宜
)
の
歓
喜
寺

(薬
徳
寺
)
に
は
往
還
の
僧
尼
の
た
め
に
茶
湯
を
施
す
い
わ
ゆ
る
接

待
所
が
あ

っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る

(「中
世
寺
院
の
接
待
所
に
つ
い
て
」
「竜
大
論
集
」
三
七
九
所
載
)。

と
こ
ろ
が
、
当
寺
所
蔵

接
待
料
田
寄
進
状
の
中
に
、
次
の
よ
う
な

一
通
が
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
賢
心
は
覚
心
の
門
下
で
、
と
く
に
熊
野
参
詣

の
禅
律
僧
尼
の
た

め
に
接
待
所
を
設
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
上
来
の
所
述
に
関
連
し
て
注
意
さ
る
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ

る
の
で
、
左
に
こ

れ
を
引
用
し
て
お
く
。

奉
寄

進
一歓
喜
寺
接
待
新
紀
伊
国
和
佐
庄
内
貞
国
名
田
畠
等
事

令

細
蝿
隅
鰍
鰍
斜
配
陥
継
歩

者
、
坪
付
別
紙
在
7之
、



右
当
寺
者
依
為

二熊
野
参
詣
路
辺
↓
彼
寺
長
老
賢
心
上
人
多
年
之
間
為
一往
反
禅
律
僧
尼
一有
昌接
待
↓
於
一一御
興
行
一且
為
結

縁
輔且
為
二現

当
二
世
↓
錐
・為
一乏
少
之
地
↓
以
二件
貞
国
多

限
二永
代
為

二投
新
所
一タ
奉
二寄
進
一実
也
、

随
申
一一入
事
相
州
剛之
処
、

為
昌公
私
御
願
繭尤

神
妙
之
由
被
昌仰
出
一也
、
追
可
レ申
二成
御
教
書
一者
也
.
傍
為
=末
代
亀
鏡
一寄
進
状
如
レ件
、

一兀
徳
二
年
六
月
二

日

沙
弥
道
一珍
在
判

四

こ
の

『縁
起
』
は
、
上
述
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
一
種

の
唱
導

の
た
め
の
談
義
本
で
あ
る
か
ら
、
覚
心
の
行
実
を
描
く
に
し
て
も
頗

る
説
話
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
彼
が
入
宋
し
て
歴
訪
し
た
古
刹
を
説
く
に
も
、
関
係
の
故
事
や
説
話
を
も

っ
て
語
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多

い
。
し
か
も
覚
心
を
非
凡
の
人

・
権
化
の
人
と
し
て
現
わ
し
観
音

の
化
身

の
よ
う
に
説
く
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
何
分
熊
野
参
詣

者

に
し
て
興
国
寺
に
立
ち
寄
っ
た
人
々
に
読
み
聞
か
せ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
熊
野
関
係

の
記
事
が
甚
だ
多
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ

の
点
、
こ
う
し
た
方
面
の
資
料
と
し
て
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
即
ち
彼
が
南
都
に
お
い
て
受
戒
す
る
た
め

「熊
野
参
詣
道
者
」

に
伴
な
わ
れ
て
郷
国
を
出
た
こ
と
を
初
め
、
母
堂
を
迎
え
て
共
に
熊
野
に
詣
し
た
話
、
乃
至
熊
野
神
を
寺
の
鎮
守

と
し
て
勧
請
し
た
経

偉
等
、
覚
心
や
興
国
寺
と
熊
野
と
の
関
係
は
勿
論
、
ひ
ろ
く
熊
野
神
あ
る
い
は
補
陀
落
や
観
音
の
信
仰
、
そ
の
他
関
係
の
神
祇
に
言
及

す

る
こ
と
も
し
ぼ
し
ば
で
あ
る
。

い
ま
そ
の
委
曲
を
叙
す
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
左

の

一
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
も

っ
て
そ

の

一
班
が
推
知
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
思
う
。

大
体

『
元
亨
釈
書
』
の
覚
心
伝
に
お
け
る
熊
野
関
係
の
記
事
は
、
上
記
の
外
に
は
、

「心
(覚
心
)
登
二熊
野
妙
法

虫

青
天
忽
星
祥
雲

法
燈
円
明
国
師
之
縁
起

に

つ
い
て

(宮
崎
)

一
一
一



一

一
二

下
覆
L
と
い
う

一
節
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
即
ち

『
年
譜
』
で
は
、
こ
れ
を
弘
安
三
年
七
十
四
歳
の
条
に
挙
げ
て
年
時
を
定
め
て
い

る
が
、
「
登
=熊
野
妙
法
山
↓
白
日
忽
有
=星
斗
現
レ空
祥
雲
横
レ峯
之
異
こ

と
少
し
く
文
を
改
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が

『縁
起
』

は
、
こ
の
奇
瑞
に
因
ん
で
、
那
智
浜
宮
補
陀
落
行
処
の
記
を
引

い
て
、
覚
心
と
千
手
観
音
と
の
関
係
か
ら
補
陀
落
世
界

の
こ
と
、
さ
ら

に
那
智

の
滝
本

の
こ
と
や
奥
院

の
建
立
に
及
ん
で
、
結
局
補
陀
落
浄
土
と
し
て
の
那
智

の
信
仰
を
鼓
吹
す
る
こ
と
に
帰
し
て
い
る
。
そ

の
点
は
、
ま
た
覚
心
や
興
国
寺

へ
の
帰
依
尊
信

へ
の
唱
導
と
し
て
の
意
味
も
多

い
。
即
ち
そ
の
文
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

師
七
十
四
歳
、
登
熊
野
妙
法
山
嚇
白
昼
有
=明
星
現
レ空
紫
雲
横
レ峯
之
瑞
気
一焉
、
那
智
浜
宮
補
陀
落
行
処
記
日
、
抑
補
陀
落
者
、
自
レ

是
南
方
海
上
有
昌世
界
一名
二補
陀
落
↓
即
是
観
音
浄
土
也
、
錐
レ然
不
レ改
=父
母
所
生
肉
身
↓
而
往
到
昌彼
岸
↓
権
化
再
来
曽
所
レ不
知

也
、

愛
由
良
開
山
心
地
上
人
入
天
宋
国
嚇
究
二禅
法
玄
旨
鴎帰
朝
、

於
二海
上
船
中
嚇
有
木
思
議
之
告
↓
夢
中
到
=彼
世
界
一直
奉
レ拝
キ

手
千

眼
↓
実
容
顔
甚
妙
也
、
海
岸
孤
絶
処
、
潮
声
如
一一妙
法
梵
音
一山
色
似
二仏
頭
螺
髪
嚇
錐
・渡
如
レ先
也
、
若
斯

既
及
昌七
度
↓
然
則
此
那
智

滝
本
真
補
陀
落
也
、

爾
来
若
干
行
者
等
、

乗
二此
願
カ
一尽
未
来
際
無
右
心転
一則
直
到
二南
方
宝
陀
岩
上
栴
檀
紫
竹
之
浄
域
↓
決
定
不
レ

可
疑

、
是
故
有
=権
現
神
託
↓
創
建
奥
院
嚇
傍
由
良
開
山
為
二当
院
開
虫

住
院
之
間
向
レ滝
坐
禅
、
故
後
塑
=慈
像
一令
一一向
レ滝
安
座

焉
、

右
の
よ
う
に

『縁
起
』
に
は
覚
心
と
熊
野
こ
と
に
那
智
と
の
関
係
を
説
く
こ
と
頗
る
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
尤

も
、
本
書
に
は
高
野

の
覚
心
や
飛
鉦
鼓
の
話
は
出
る
が
、

一
遍
の
参
禅
の
話
は
現
わ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
点
に
も

『年
譜
』
と
相
違
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

剋
実
し
て
こ
れ
を
い
う
な
ら
ば
、

『縁
起
』
で
は
熊
野
信
仰
と
い
っ
て
も
、
那
智
に
究
極
す
る
よ
う
で
、
右
の

一
条
は
そ
の
点
を
示
唆

す
る
こ
と
最
も
著
し
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
覚
心
か
熊
野
信
仰
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
が
、
そ
れ
も
右
の
よ
う
な
点
に
あ
る
こ

と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。



と

こ
ろ

で

、

こ

の
条

の

「
図

」

に

は

、

「
那
智

妙

法

山

明

星

紫

雲

」

「
御

社

」

「
滝

」

「
奥

院

」

「
浜

宮

出

補

陀

落

船

」

と

い
う

よ

う

に

注

記

し

て

い
る
。

こ
う

し

た

「
図

」

の
あ

る

こ

と

は
他

の
条

も

同
様

で
、

そ

れ

は
先

に
述

べ

た
通

り

で
あ

る
。

即

ち

上

記

詞

書

に

次

い

で

こ

う

し

た
絵

図

が
あ

る

わ

け

で
、

絵

図

に

は
恐

ら
く

こ

こ

に

註

記

さ

れ

た

よ
う

な
文

句

が
、

そ

の
説

明

と

し

て
書

き

加

え

ら

れ

て

い

た

の
で

あ

ろ

う
。

と

こ

ろ

で
、

詞
書

に

つ
づ

い
て
絵

図

の
あ

る

こ

と

は
、

も

と

も

と

詞
書

の
理

解

を
助

け

る

た

め

に
描

か

れ

て

い

る

の

で

あ

る

が

、

実

際

詞
書

が
読

み

聞

か

さ

れ

る

場

合

、

こ

れ

を

聴

聞

す

る

も

の
は
、

逆

に
絵

図

の

説

明

と

し

て

そ

れ

を
聞

く

、

と

い
う

立

場

と

な

り

、

従

っ
て

詞

書

を
要

約

し

た
右

の
よ

う

な
絵

の
説

明

の
文

句

が

加

え

ら

れ

て

い
る

の

で
あ

ろ
う

。

か
く

て

こ

れ

は

一
つ
の
絵

解

の
形

を

な

す

に

い
た

っ
た

と

思

わ

れ

る

。

興

国

寺

の
近

在

に
道

成

寺

が

あ

る

が

、

こ

の
寺

で

は

い
ま

も

『
道

成

寺
縁

起
』

が
絵

解

き

さ

れ

て

い
る
。

即

ち
見

台

に
絵

巻

を

ひ
ろ

げ

て
、

寺

僧

は

絵

を

見

せ

な

が

ら

説

明

し

て

い
る

。

現

在

で

は

、

そ

の
文

句

は
古

体

を

失

っ
て

い
る

が
、

近

年

ま

で
伝

来

の
用

語

が

あ

っ
た

と

い
う

。

恐

ら

く

詞

書

に
源

流

す

る
も

の

で
あ

っ
た

で
あ

ろ

う

。

前

記

興

国

寺

の
場

合

は

、

こ

の
説

明

の
文

句

が

『
縁

起

』

と
し

て
作

ら

れ

た

の

で
あ

る
。

道

成

寺

の
絵

巻

は

応

永

ご

ろ

の
作

と

い
う

こ
と

で

、

い
ま

の
興

国
寺

の
永

正

の

『
縁

起

』

よ

り

も
多

少

古

い

が

、

お
よ

そ

こ
う

し

た

絵

解

は

鎌

倉

時

代

か

ら

行

な

わ

れ

て

い
た

も

の
で

(
拙
稿

「中
世

に
お
け
る
聖
徳
太
子
伝

の
絵
解
」

「聖
徳
太
子
研
究

三
所
載
」
参
照
)
、

当

代

に
例

を

と

っ
て
も

、

有

馬

温

泉

寺

で

は
、

入

湯

の
客

が

百

銭

を

出

す

と

、

そ

の
寺

の
縁

起

を
絵

解

し

て
聞

か

せ

た

、

と

い
う

こ
と

が

『
臥

雲

日

件

録
』

(
宝
徳

四
年

四
月
十

八
日
の
条
)
や

『
親

長

郷

記

』

(文
明
十
二
年

四
月
三
十
日
の
条
)
等

に
見

え

て

い

る
。こ

う

し

た
事

情

で
、

興

国

寺

で

も

縁

起

の
絵

解

が

盛

行

す

る

に

い
た

っ
た

の
で

、

永

正

の

こ

ろ
従

来

の

和
文

の

『
縁

起

』

を

漢

文

に

法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
に
つ
い
て

(宮
崎
)

一
二
二



一
一
四

改
め
、
上
記
の
よ
う
な
本
が
形
成
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
尤
も
、
興
国
寺
で
も
こ
の

『
縁
起
』
の
絵
解
が
こ
の
と
き
に
初

っ
た
の
で
は
な
く
、

『
縁
起
』
の
源
流
を
な
す
覚
勇
の
作
に
す
で
に
絵
が
あ
り
、
そ
の
後
幾
度
か
改
訂
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
間
絵
解
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
こ
の

『縁
起
』
は
、
当
初

の
形
は
覚
心
の
在
世
に
す
で
に
存
し
、
よ

ほ
ど
古
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
興
国
寺
に
お
け
る
熊
野
参
詣
者
に
対
す
る
唱
導

の
談
義
本
と
し
て
、
ま
た
絵

解
の
い
わ
ば
台
本
と

し
て
推
移
し
て
き
た
も
の
で
、
単
に
覚
心
の
別
伝
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
点
に
多
分
に
歴
史
的
意
味

が
あ
る
こ
と
が
感
ぜ

ら
れ
る
。

ー

昭
和
戊
申
応
鐘
仲
旬
1


